
ダ

i
-ア
ヤ
ヴ
ァ
ウ
(
円
)
U
H
1
印
可
印
〈
山
口
a
)

と

ア

ウ

ラ

マ
グ
ダ

i
フ

(〉ロ

5
5自
己
UF)

一

、

序

言

二
、
ダ

l
ラ
ヤ
ヴ
ア
ゥ
、
そ
の
統
治
理
念

三
、
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ

l
フ

四

、

結

語

序

壬三芸ー

に，

古
代
西
南
ア
ジ
ア
一歴
史
世
界
に
最
終
的
統
一
-
を
ベも
た
ら
し
た
ハ
カ

1
7
ニ
シ
ェ
(
。
匂
・
出
員
削
白
山
口
涼
一
喝
・
メ

Hah-s的
)
朝
ペ
ル
シ
ア

帝
闘
の
最
大
の
英
主
と
目
さ
れ
る
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ア
ウ
(
O
H
Y
H
)

削
E
B

U
S
S
E
-
二
対
・

h
a
古
川
己
的
)
一
世
(
五
一
一
一

J
四
八
六
∞

-P)
を
研
究
封
象

に
と
り
あ
げ
、
彼
の
統
治
理
念
の
追
求
か
ら
始
め
て
、

そ
と
に
ア
ウ

ラ
マ
ヅ
ダ
'l
フ
神
の
名
に
よ
る
支
配
権
の
正
賞
づ
け
の
あ
と
を
ー
ー
ー
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古
代
に
於
け
る
政
治
と
宗
教
の
相
互
関
係
の
典
形
的
な
一
例
を
|
|

恵

R、
合

之

俊

ζ

の
王
朝
の
遺
し
た
古
代
ベ
ル
シ
ア
語
碑
文
史
料
を
用
い
て
、
明
ら

か
に
し
て
行
こ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

- 19ー

-
一
体
、
西
南
ア
ジ
ア
方
面
の
研
究
は
敵
米
東
洋
率
の
最
も
得
意
と

ナ
る
と
と
ろ
で
、
古
代
ベ
ル
シ
ア
の
研
究
も
も
ち
ろ
ん
例
外
で
あ
る

は
や
ノ
が
な
く
、
言
語
・
宗
教
・
歴
史
・
考
古
の
各
方
面
に
於
い
て
数

数
の
優
れ
た
業
績
を
誇
っ
て
い
る
。
ダ

l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
に
つ
い
て
み

て
も
、
ド
イ
ツ
の
司
円
・

ω同
)
芯
肉
色
、
イ
ギ
リ
ス
の
の
・
閉
山
g
i
Fロ印
O
ロ、

ア
メ
リ
カ
の
〉
・
吋
・
。
]
円
H
M

印符
ω己
ら
に
優
れ
た
論
著
が
あ
り
、

ノ、

カ

1
7
ニ
シ
ュ
朝
の
宗
教
問
題
と
な
る
と
、

い
わ
ゆ
る
「
イ
ラ
ン
皐
者
」

と
呼
ば
れ
る
第
一
級
の
言
語
皐
者
達
が
異
常
な
熱
心
さ
を
も
っ
て
前同川町

世
紀
以
来
討
究
を
績
け
て
来
て
い
て
、
こ
と
に

Hbn-ng常
件
。
臣
、

〉
・
〈
・
ヨ
-
-
5
5
ω
E
n
z
o九
円
・
国
・
の
円
印
、
国
・

ω・
3
Z門
町
ら
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の
論
考
は
本
問
題
に
つ
い
て
参
照
債
値
が
高
い
。

し
か
し
、
卑
見
の

及
ぶ
限
り
で
は
、

ω
1
a
oて

o-B印門
g仏
ら
の
歴
史
家
の
論
著
は
車

に
政
治
制
度
・
事
件
の
叙
述
に
終
り
、
政
治
思
想
に
つ
い
て
の
追
究

に
は
殆
と
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
ま
た

zv斗
)qm
ら
言
語

・
宗

数
民
平
者
の
研
究
は
、

ハ
カ

l
マ
ニ
シ
ュ
朝
の
帝
王
が
ゾ
ロ
ア
ス
ト
ラ

(白・〈
-
N
白E
q
Z
似門

3
・
)
教
徒
で
あ
っ
た
か
な
か
?
た
か
を
決
定
す
る

こ
と
を
主
限
貼
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
て
、
宗
教
が
政
治
理
念
に
入

組
ん
で
活
動
し
て
い
る
様
相
に
つ
い
て
の
究
明
は
充
分
で
な
く
、
な

hz
史
皐
者
側
か
ら
の
考
察
の
徐
地
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ダ

l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ゥ
、
そ
の
統
治
理
念

で
は
早
速
、
課
題
に
と
り
か
か
る
。
彼
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

自
魔
の
も
と
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
彼
の
帝
園
を
統

治
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
最
初
に
、
碑
文
の
記
述
の
中
か
ら
こ
れ
を

抽
出
し
て
み
よ
う
。

彼
は
刻
文
の
中
で
色
々
の
稽
蹴
を
用
い
て
い
る
。
最
も
普
、
通
に
は
、

「
大
王
」

(
H
似叫百戸
一色
ω
お
〈
釦
N
吋
白
付
白
一
)
と
「
諸
王
の
王
」

(
H
出削て
m
w
h
w
q
h凶

H
部
可
白
-subロ
ω日
)
で
あ
る
。
ま
た
「
諸
州
の
王
」

(
H
似削可。白
FSU刊
向

S
Zロ
凶
日
叫
と
も
稿
し
て
い
る
。
今
、

B
E
l
ω

を
一
例
と
し
て

示
ナ
と
、

「
我
は
り

ω
E苫-〈印己
a

大
王
、
諸
王
の
玉
、
司
副
吋
包
・
に
於
け
る
玉
、

;5 宙諸
とL 戸州

家メ 11)
，_ ~コ 斗ー・

属3、ヲ
ォ「 ぐ当 Y 
J。ωとL 。
L <:: 
一回・
v_./ (/')< 

孫日
に告
し午

て宥

出片
山 q
円叶
釦1 日、

ヨミ
PJ _:J 
ロあ

えの
恒子

>->-
M 司

五 87
1; a 
‘:ω 

と
名
の
っ
て
い
る
。
「
諸
王
の
王
」
と
は
、
賓
質
的
に
は
、
彼
が
「
パ

l

ル
サ
H
V
川町

gl(州
)
に
於
け
る
王
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
諸
州
の
王
」

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う

ω
 

偉
大
な
王
は
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
か
し
い
と
い
う
の
で
あ

- 20ー

ろ
う
。
「
諸
州
」
と
は
、
ハ
カ

1
7
ニ
シ
ュ
帝
園
内
の
属
州
を
指
し
て
い

回

て
、
そ
の
放
は
り
∞
-H-HHlコ
に
よ
る
と
二
十
三
あ
っ
た
が
、
ロ
Zω

ロlω
。
や
り
ω
σ
H
4
1
8
に
よ
る
と
そ
の
後
更
に
増
加
し
た
よ
う
で

ω
 

あ
る
。
困
に
へ

l
ロ
ド
ト
ス
は
二
十
の
太
守
領
(
急
之
白
河
内
五
八
O
℃
-

H
出
S
8
T
2・
)
と
若
干
の
進
境
覇
際
慢
の
存
在
を
俸
え
て
い
向
。

北
は
コ

l
カ
サ
ス
山
脈
の
麓
一
ま
で
、
東
は
ト
ラ
ン
ス
・
オ
キ
ジ
ア
ナ

か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
シ
ン
ド
地
方
に
及
び
、
西
は
エ
ー
ゲ
海
の

ギ
リ
シ
ア
諸
園
に
接
し
、
南
は
ベ
ル
シ
ア
本
土
、

ア
ラ
ビ
ア
半
島
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
リ
ビ
ア
の
沙
漠
に
至
る
ま
で
の
康
範
固
に
わ
た
っ
マ

い
た
。



彼
は
ま
た
、
「
一
切
人
民
の
王
」

(
H
郡
吉
笠
宮
三
岳
尽
き
凶
ロ
凶
自
)

(
U
Z
ω
E
l
H
f
ロ
ω
σ
ω
l
H
O
一
口
N
の
印
)
、
「
こ
の
贋
く
は
る
か
な
る

大
地
の
王
」
(
払
凶

3
S苫
各
可
凶
可
問
問

σロ
ヨ
ぞ
似

S
N円
ω}内
身
削

2
3
a

目立可
)
(
U
Z山
口
lHN
一
口
ω
O
H
O
-
H
H
)
、
「
庶
民
の
唯
一
の
王
」
(
包
〈
ω
B

匂釦門口〈ロ削
B

H
釘

ussu函
B
ω
2
・)(ロ
Z
印。一

U
m
m
w
O
一日
)ω
片

品

l
印)、

「
庶
民
の
唯
一
の
君
主
」
(
包

g
5
3円
安

B
B
同
日
目
似

B
E
E
R
P
)

(UZω

一
コ
ロ
印
。
。
l三
巴
日
切
)
と
も
稽
し
て
い
る
。
全
西
南
ア
ジ

ア
世
界
の
全
人
民
の
上
に
君
臨
す
る
唯
一
の
帝
王
と
し
て
の
彼
の
自

売
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「ロ削

EU函〈
ωロ目

王
は
語
る
。

A

ハ
と
れ
ら
の
諸
州
が
我
に
鯖
服
せ

し
も
の
な
り。

〉ロ
5
5
R
B
-
y・
の
恩
寵
に
よ
り
、
彼
等
は
我
が

臣
民

(σ
白色白
w
h
w
l
)

と
な
り
て
、
我
に
貢
租

(σ
ど
と
を
も
た
ら
せ
り
。

我
よ
り
命
ぜ
ら
れ
じ
こ
と
を
ば
、
彼
等
夜
に
董
に
な
さ
し
め
ら

ω
 

る。
V
」

(
U
W
-
F
H叶
lNO)

ま
た
、

「
む
凶
円
印
可
凶
〈
mE・
王
は
語
る
。
〈
〉
ロ

E
B
R門凶山一
一宮
'
の
恩
寵
に
よ
り
、

次
の
諸
州
が
司
削
『
白
血
・
以
外
で
我
が
獲
得
せ
し
も
の
な
り
。
我
は

彼
等
に
君
臨
せ
り
。
彼
等
は
我
に
貢
租
を
も
ち
来
れ
り
。
彼
等
は
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我
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
る
こ
と
を
な
せ
り
。
我
が
法
令

(
S
E
4
)
を

彼
等
遵
守
せ
り
。
V
L

(ロ
Z
由

同

日

lNN)

と

き
て
、

と
う
し
た
世
界
帝
闘
の
支
配
者
と
し
て
自
費
ナ
る
ダ

1
ラ

ヤ
ヴ
ァ
ウ
は
、
そ
の
統
治
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
だ
か
。

「ロ
ω話
可
印
〈

2
・
王
は
語
る
。
〈
〉

Z
E
B自己則一
va
の
恩
寵
に
よ
り

我
は
か
か
る
も
の
な
り
。
即
ち
、
正
義
令
官
E
・
)
の
友
に
し
て
、

虚
偽
(
ヨ
芯
ω・
)
の
友
な
ら
や
ノ
。
弱
者
(
印
W
2
3
・
)
が
強
者
会

CHg・

強点
者、z
ず"ミ

弱に
者封
に之
島1- ~l 

τ事
て雨
宿を

議ヰ
を 3

骨は

子孝

義益
重1
2ミ
22 
2そ
ら

- 21ー

ナ
。
正
義
こ
そ
我
が
望
む
と
こ
・ろ
、
虚
偽
者
た
る
人
は
友
な
ら
タ
。

間

:
V
L
 
(UZσ
中
ーロ
)

「
ロ
削
『
ミ
白
〈
jhEP
王
は
語
る
。
我
は
敵
射
的
(
白
ユ
}S4)
な
ら
歩
、

虚
偽
者
(
仏

Eε
山
口
川
乙
な
ら
や
ノ
、
悪
を
な
ナ
も
の

(NUSEE')

に
あ
ら
ざ
り
き
。
我
も
ま
た
我
が
氏
族
も
し
か
ら
ざ
り
し
が
故
に

と
そ
、
〉
ロ
5
5
R仏
削
}
げ
も
他
の
存
在
し
ま
し
ま
ナ
紳
々
も
我
に
庇

護
を
も
た
ら
し
給
え
り
。
我
は
正
義

(ω
品
目
・
)
に
も
と
づ
き
て
行

動
せ
り
。
弱
者
に
も
強
者
に
も
我
は
悪
(
N
ロ
S
F・)を
な
さ
ざ
り
き
。

:
V
」

(ロ∞
-
H
J可
申
H
1
3

こ
こ
に
い
う
「
強
者
」
「
弱
者
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
身
分
権
力
の
強
大
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な
も
の
、
弱
小
な
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

3
2
E王

/小
限
山
居
法

伊
山
剖
し
日
一
日
段
目
的
昨
日

γ
川
明
)。
彼
は
常
に
「
正
義
」
に
も
と
づ
い

て
行
動
し、

「
虚
偽
者
」
で
な
く
、
「
善
」
を
な
し
て
「
悪
」
を
な
さ

-
な
か
っ
た
し
、
身
分
権
力
の
大
小
に
よ
ら
や
ノ
公
正
に
人
を
遇
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

「
協
力
を
な
す
人
、

彼
を
そ
の
協
力
に
臆
じ
て
我
は
保
護
ナ
。

害

を
な
ナ
〔
人
〕
、
彼
を
そ
の
害
に
腔
じ
て
我
は
罰
ナ
。
人
が
害
悪
を

な
ナ
は
我
が
望
む
と
こ
ろ
に
あ
ら
さ
れ
と
、
害
悪
を
な
ナ
も
罰
せ

剛山

ざ
る
が
如
き
は
我
が
望
む
と
と
ろ
に
あ
ら
デ
。
:
:
:
」

(
U
Z
σ

同町
l

N
H
)
 

「
《
:
・
:
:
:
我
が
家
族
〔
ハ
カ

1
7
ニ
シ
ュ

家
〕
と
共
に
働
き
し
人、

彼
を
我
よ
く
尊
重
し
た
り
。
害
し
た
る
〔
人
〕
を
我
責
め
に
責
め
た

り

ov
ロ
凶
門
担
、虫、
山
口
『
王
は
語
る
。
〈
後
に
王
と
な
ら
ん
汝
は
虚

偽
者

SEc-ω
ロ
ω・
)
と
な
ら
ん
人
、
或
は
造
悪
者
(
N
口
司
岳
山

E')

そ
の
も
の
の
友
(
島
山
口
伴

Re)
た
る
べ
か
ら
ヂ
。

汝
責
め
に
責
め
よ
。
V
」

と
な
ら
ん
〔
人
〕
、

(ロ回・日〈町一凶
1
由
由
)

ハ
カ

l
マ
ニ
シ
ュ
王
家
の
支
配
に
協
力
的
な
人
物

K
は
手
厚
い
保

護
を
加
え
る
か
、
叛
逆
的
な
人
物
に
は
手
巌
し
い
刑
罰
を
加
え
る
の

が
自
分
の
信
僚
だ
と
い
っ
て
い
る
。
賞
際
彼
は
協
力
的
人
物
の
た
診

に
は
、
例
え
ば
、

王
位
纂
奪
者
の
ガ
ウ
マ

l
タ

(
m
g
g
ω
E
I)
の
討
伐

に
参
加
し
た
六
人
の
ベ
ル
シ
ア
人
の
家
族
に
つ
い
て
、
自
ら
の
後
継

者
に
、「

汝
後
に
王
と
な
ら
ん
者
は
こ
れ
ら
〔
六
〕
人
の
氏
族
を
よ
く
保
護

せ
よ
。」

と
命
令
し
て
か
り
、
ま
た
叛
逆
的
人
物
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う

な
極
刑
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
で
い
る
。

「ロ
山
門
印
可
白
〈
山
口
ー
王
は
語
る
。
〈
:
:
:
:
明
日
〈

R
Z・
は
捕
え
ら
れ

我
が
も
と
に
連
行
さ
れ
た
り
。
我
は
彼
の
鼻
と
聞
耳
と
舌
と
を
切

- 22ー

取
れ
り
。
ま
た
彼
の

一
眼
を
え
ぐ
り
取
れ
り
。
彼
は
我
が
宮
廷
に

縛
せ
ら
れ
留
置
さ
れ
た
り
。

一
切
の
人
民
は
彼
を
眺
め
た
り
。
そ

の
後
、
彼
を

国凶
m
H
H
戸
印
仲
間
口
印
』
(
唱
-u
〉
込
門
小
寸
ロ
モ
ロ
一
口
日
)
・
国
ωヨ
白
a

色
町
凶
ロ
)

K
於
い
て
柱
に
は
り
つ
け
た
り
。

の
城
寒
中
に
幽ま
閉た
せ彼
りの
J 臣
ご閥下
の
主
要

人
物
ら
を
国

ωmgm広似ロ
ω

と
れ
は
メ
デ
ィ
ア
人
フ
ラ
オ
ル
テ

l
ス

(
関
門

-
Sも
ぬ
か
も

3vh
〈
O
匂・

早
川
凶
〈
釦
門
巴
)
を
首
領
と
ナ
る
メ
デ
ィ
ア
の
叛
凱
の
鎮
定
に
際
し
て
と

ら
れ
た
慮
置
で
あ
る
。
同
様
な
極
刑
は
叛
逆
者
に
劃
し
て
屡
々
下
さ

関

れ
た
。彼

は
人
民
に
次
の
よ
う

K
い
っ
て
い
る
。



「〉

z
g目白
N
島
町
・
の
命
に
従
う
人
よ
。

ζ

の
〔
園
土
安
種
の
祈

願
〕
は
汝
に
と
り
呪
わ
し
く
思
わ
る
る
・
な
か
れ
。

正
し
き
道
(
匂
ω・
m
 

mw-B
円凶印
B
B
R
n・
)
を
離
る
る
・
な
か
れ
。
叛
逆
す
る
・
な
か
れ
。
」

と
人
民
に
叛
逆
を
戒
②
る
。
彼
の
い

わ
ゆ
る

「
正
し
き
道
」
と
は

後
に
明
ら
か
に
ナ
る
よ
う
に
〉
ロ

3
5自
己
凶
F
P
紳
の
道
で
あ
り
、
現

質
的
に
は
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
の
統
治
方
針
を
指
ナ
。
彼
は
次
の
よ
う

に
も
い
司
て
い
る
。

「
人
が
人
に
射
し
て
言
え
る
ζ

と
は
、
そ
の
人
が
善
政
の
法
令

官

E
仏印ロ凶
S
F
ω
《
古
関
削

gmwの
の
・
)
を
履
行
ナ
る
ま
で
は
、
我
に
信

用
さ
れ
す
。
人
が
そ
の
能
力
に
慮
じ
て
行
い
、
或
は
、
念
行
ナ
れ
ば
、

我
は
以
っ
て
満
さ
れ
、
ま
た
我
が
悦
び
は
大
き
く
、
ま
た
我
は
充
分
関

満
足
ナ
。
か
く
の
如
き
が
我
が
思
慮
に
し
て
、
且
つ
命
令
な
り
。
」

(ロ
Z
σ
N
H
l
N

∞)

以
上
、
彼
が
主
張
し
て
い
る
と
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
|
|
』
自

分
は
常
に
正
義
に
も
と
づ
い
て
行
動
し
た
。
何
故
な
ら
、
何
人
に
封

し
て
も
自
分
は
公
正
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
義
の
人
、
ナ
な
わ

ち
協
力
的
人
物
に
は
保
護
を
加
え
、
虚
偽
の
人
、
ナ
な
わ
ち
叛
逆
的

人
物

K
は
巌
罰
を
下
し
た
。
人
民
に
劃
し
て
要
求
し
て
い
る
ζ

と
は
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正
義
の
王
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
の
統
治
に
服
ナ
る
と
と
、
す
な
わ
ち
、

正
じ
い
道
を
離
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
能
力
の
大
小
は
問
題
で
は
な

ぃ
。
各
人
が
そ
の
力
に
鹿
じ
て
正
し
い
道
の
賓
践
に
い
そ
し
む
こ
と
、

そ
れ
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
ー
ー
と
い
う
こ
と
に
蓋
き
る
よ
う
で
あ

る
。
賓
に
歯
の
浮
く
よ
う
な
甘
い
御
都
合
主
義
的
な
彼
の
考
え
方
に

我
々
は
む
し
ろ
滑
稽
な
ーも
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、

古
代
人
特
有
の
素
朴
な
、
力
強
い
、
そ
し
て
大
繁
論
理
的
な
そ
の
表

現
法
は
、
彼
の
考
え
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
は
、
大

層
都
合
の
よ
い
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ

- 23ー

以
上
の
碑
文
か
ら
の
抽
出
作
業
に
よ
っ
て
、
彼
の
統
治
理
念
の
あ

ら
か
た
の
特
性
が
理
解
で
き
た
と
思
う
。
衣
に
、
更
に
一
歩
道
め
て
、

ζ

う
し
た
彼
の
理
念
を
よ
り
よ
く
理
解
ナ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
支
え

て
精
神
的
裏
づ
け
を
・
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
彼
の
ア
ウ
ラ
マ
ヅ

ダ
l
フ
の
崇
奔
に
考
察
を
向
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
碑
文
に
み

ら
れ
る
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ

1
フ
に
フ
い
て
の
言
及
を
追
っ
て
、
更
に
作

業
を
績
け
て
行
と
う
。

碑
文
に
よ
れ
ば
、
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
は
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
の
外

に
も
、
一
脚
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。

ζ

れ
に
つ
い
て
は
、
口
問
コ
『

g
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1
2
に
「
〉
ロ

E
B
R仏削
}
M

・
も

他
の
存
在
し
ま
し
ま
す
紳

(gm白a
)

倒

神
も
、
我
に
庇
護
を
も
た
ら
し
給
え
り
。」、

ロ
∞
-

H

〈
巴

l
g
に
も
、

「
こ
の
故
に
〉
Z
5
5白
色
削
y
a
も
、
他
の
存
在
し
ま
し
ま
ナ
神
々
も
、

ω
 

庇
護
を
も
た
ら
し
給
え
り
。」
と
あ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
問
題
は
な
い
。

し
か
し
、
「
他
の
存
在
し
ま
し
ま
ナ
紳
々
」

(ωEubi-
g
σ
ω
m削げ
ω

q
m
w
F
M
可
宮
町
邑
可
)
が
、
イ
ラ
ン
の
パ
ン
テ
オ
ン
内
の
他
の
紳
々
を
指
ナ

の
か
、
他
民
族
の
紳
々
を
指
ナ
の
か
、
疑
問
の
絵
地
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
は
そ
れ
ら
の
紳

(σ
血肉印')

紳
の
中
に
あ
っ
て
、
最
高
の
座
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
P2lω
に、

「
諸
紳
中
の
最
高
〔
紳
〕
な
る
大
一
脚
〉
C
5
5自
己
創
『
「
が
ロ
凶
日
百
〈

E
E

王
を
創
造
し
給
え
り
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
ロ

ω
1
ゃ
ロ
日
∞
1
む
に

も
同
一
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
榊
界
に
於
て
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
が

「
大
紳
」
(
宮
町
四
印
〈

R
E
Wと
で
あ
り
、
「
諸
紳
中
の
最
高
〔
紳
〕
」
(
自
ω・

hw
涼

E
σ
忠
町
一
山
口
叫
日
)
で
あ
る
の
は
、

地
上
に
於
い
て
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ

ウ
が
「
大
王
」

(
H
部
苫
一
色
苫
-
〈
釦

N
E
Wと
で
あ
り
、
「
諸
王
の
王
」

(
H
郡
司
屯
ぞ
ω

H

凹
副
司
ω
一色可山口叫
B
)
で
あ
る
の
と
全
く
軌
を

一
に
し
て

い
る
。
彼
は
ζ

の
紳
の
創
造
活
動
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。

「
大
神
〉
ロ

E
B
R仏削
}
H
'

は
こ
の
大
地
を
創
り
給
い
し
も
の
、

人
聞
を
創
り
給
い
し
も
の
、
安
幅
を
人
聞
の
た
め
に
剣
り
給
い
し
も

の
、
庶
民
の
唯
一
の
王
と
し
て
、
庶
民
の
唯
一
の
君
主
と
し
て
、

ω
 

口
町
出
可
一山一〈
印
ロ
ー
を
王
と
な
し
給
い
し
も
の
に
ま
し
ま
す
。
」
(
U
Z白
H
l
∞)

「ロ凶

E
可申〈
mEー
王
は
語
る
。
〈
諸
紳
中
の
最
高
〔
一
脚
〕
な
る
、

〉己
3
5日
仏
仰
げ
ー

が
我
を
創
造
し
給
え
り
。
斯
〔
紳
〕
が
我
を
王
と

な
し
給
え
り。

斯
〔
紳
〕
が
贋
大
に
し
て
よ
さ
馬
と
よ
き
人
聞
の
備

ω
 

れ
る
こ
の
王
園

(HE2')
を
我
に
授
輿
し
給
え
り
。」

(
り
ほ
∞
l
H
N
)

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l

フ
に
創
造
活
動
戸
認
め
る
の
は
、
停
統
的
な
イ

ω
 

ラ
ン
宗
教
の
行
き
方
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
己
が
帝
王
と

- 24ー

し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
正
営
性
を
も
た
ナ
た
砂
に
、
巧
み
に
こ
の
紳

の
特
性
を
利
用
し
て
い

る
恥
に
注
意
し
た
い
。

彼
は
ま
た
、

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
の
庇
護
的
活
動
に
つ
い
て
、

「ロ
M

即
日
山
、
印
〈
山
口
・
王
は
語
る
。
〈
ζ

れ
は

〉
Z
3
5
ω
N仏
mwy
・
の
恩

寵
に
よ
り
同
一
年
に
な
し
し
こ
と
な
り
。
我
、

王
と
な
り
し
後
、

十
九
の
合
戦
を
な
せ
り
。
〉
ロ
5
5
R
E
Y
'
の
恩
寵
に
よ
り、

我

は
彼
等
を
殺
せ
り
。
ま
た
九
人
の
王
を
捕
え
た
り
。
:
:
:
・
:
出

(ロ∞
-

H

〈

M
l叶
)

の
よ
う
に
戦
闘
に
於
け
る
勝
利
は
こ
の
榊
の
庇
護
・
恩
寵
に
よ
っ

て
え
ら
れ
た
と
ナ
る
。「
〉
C
5
5白
色
似
V
・
の
恩
寵
に
よ
り
」
(
〈
釦
似
口
問



〉ロ

5
5
R
S
E
)
と
い
う
句
は
〉
・
〈
・
4

司・』

R
E
S
の
研
究
に
よ

る
と
、
ベ
ヒ
ス
ト
ゥ

l
ン
碑
文
だ
け
で
三
十
四
回
も
用
い
ら
れ
て
い

%
と
の
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
の
庇
護
は
、
彼
が
紳
に
さ
か
ら
わ
な

い
「
正
義
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
興
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

「ロ似

E
百一〈
一印
ロ
・
王
は
語
る
。
〈
我
は
敵
封
的
な
ら
歩
、
虚
偽
者

に
あ
ら
や
ノ
、
悪
を
な
ナ
も
の
に
あ
ら
ざ
り
き
。
我
も
我
が
氏
族
も

し
か
ら
ざ
り
し
が
故
に
こ
そ
、
〉
ロ
円
曲
目
白
N
B一v'
も
他
の
存
在
し
ま闘

し
ま
す
紳
々
も
我
に
庇
護
(
Z
U
自
国
・
)
を
も
た
ら
し
給
え
り。
V
」

(
U
∞-
H
〈
白
H
l由
A
F
)

従
っ
て
、
逆
に
「
正
義
」

K
も
と
づ
い
て
行
動
せ
す
、
「
虚
偽
的
L

振
舞
い

が
あ
る
と
、

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
は
恐
し
い
破
壊
者
・
殺
毅
t

者
と
し
て
そ
の
も
の
に
の
ぞ
む
と
い
う
。

「
UM山
EM缶
詰

E-
王
は
語
る
。

《
ζ

の
碑
文
或
は
彫
刻
を
汝
(
但

ま
た
汝
の
民
族
が
存
在
ナ

-
約
一
時
)
見
て
、
と
れ
ら
を
破
壊
せ
ば
、

る
限
り
こ
れ
ら
を
保
護
せ
ざ
れ
ば
、
〉

E
E自
白
色
凶
-Y'

は
汝
に
劃

し
殺
裁
者
と
な
り
給
う
ベ
し
J

ま
た
汝
の
氏
族
は
あ
る
こ
と
な
か
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る
べ
し
。
ま
た
汝
が
な
さ
ん
と
と
、
汝
の
そ
れ
を
〉
ロ

S
E
R
a同町'

閣

が
破
壊
し
給
う
べ
し
。
V
」
(ロ∞
-
弓

菖
lg)

ま
た
反
封
に
、

「

ζ

の
碑
文
を
汝
臆
く
さ
ざ
れ
ば
、
人
民
に
語
ら
ば
、
〉
ロ
吋
ω日
ω・

N
B
y
e
は
汝
に
劃
し
て
友
人
と
な
り
給
い
、

且
つ
汝
の
氏
族
増
殖

倒

せ
ん
。
且
つ
汝
長
命
を
保
ち
え
ん
。
L
(
U
切
・
司

Elg)

と
い
う
こ
と
に
、
も
な
る
。

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
の
運
命
紳
と
し
て

の
性
格
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
異
民
族
が
彼
に
征
服

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ

l
フ
を
信
仰
し
て

い
な
か
っ
た
か
ら
-だ
と
説
明
す
る
。
サ
カ

(ωω-s'
一
-
塞
)
族
が
征
服

さ
れ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「ロ似
H
d
i
M

刊印〈
ωロ
・
王
は
語
る
。

〈
こ
の
サ
カ

(
ω
ω
E-・
)
族
は
敵
劃

-25ー

的
な
り
き
。
而
し
て
〉
ロ

E
B
R仏
削
}
回
目
は
彼
ら
に
よ
り
て
崇
め
ら

ω
 

れ
ざ
り
き
0

・:
:
:
:
V
」(り

ω・〈
ω
o
l
ω
N
)

ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
は
あ
た
か
も
自
家
の
祖
霊
に
劃
す
る
よ
う
に
守

護
を
祈
願
し
て
い
る
。

「ロ削

EM可
釦
〈
何
回
口
・
王
は
語
る
。
《
ζ

の
な
さ
れ
た
る
こ
と
の
ナ
ベ

て
は
、
〉
ロ

E
E
R
S
-
V
E
の
恩
寵
に
よ
り
て
我
な
せ
り
。
〉
ロ
円
山
吉

ω・

N

仏
山
町
'
は
我
が
仕
事
を
な
し
と
ぐ
る
ま
で
我
に
庇
護
を
も
た
ら
し

給
え
り
。
我
を
〉
ロ

E
B
R門凶凶
}
M
a

が
危
害
よ
り
守
り
給
え
。
ま
た

我
が
家
族
を
ま
た
こ
の
州
を
〔
守
り
給
え
〕
。

ω
B白
NSF-
に
祈
願
せ
り
。
こ
れ
を
我
に

〉
Z
E
B忠
告
-y
e
が
援

と
れ
を
我
は

〉
E
・・
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け
給
え
。
〉
C
55
白
色
削
yl

の
命
に
従
う
人
よ
、

こ
れ
は
汝
に
と

り
呪
わ
し
く
思
わ
る
る
な
か
れ
。

正
し
き
道
を
離
る
る
な
か
れ
。

叛
逆
す
る
な
か
れ
o
V
」
(
U
Z
国
会

lg)

「ロ
山門印苫一〈山
口
・
王
は
語
る
。
〈
我
に

〉ロ
5
5自
己
問
一}戸田

が
氏
族

「
補
註
〕

諸
紳
と
共
に
(
〈
5
2
E似

σ白∞一白
F
E
W)
庇
護
を
も
た
ら
し
給
え
。

而
し
て
こ
の
園
を
〔
敵
〕
軍
よ
り
、
儀
僅
よ
り
、

〈
虚
偽
〉
(
仏
E
'

c
m
ω
1
)
(
1叛
逆
)
よ
り
守
護
し
給
ぇ
。
ζ

の
固
に
〔
敵
〕
軍
も
機
鐙

も
〈
虚
偽
V
も
来
る
・
な
か
れ
。
ζ

れ
を
恩
津
と
し
て
、
〉
C
5
5月

N

B
Y
'
並
び

K
氏
族
諸
榊
に
祈
願
せ
り
。
と
の
恩
調
停
を
〉
ロ
日
目
印
。

間

N

門
凶
削
}
マ
が
、
氏
族
諸
一
紳
と
共
K
我
に
授
輿
し
給
え
。
V
」
(
U
E
H
N
l
N品
)

以
上
み
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
が
信
じ
た

ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
が
何
も
の
で
あ
っ

た
か
、
現
貫
に
ど
の
よ
う
・
な

機
能
を
護
揮
し
た
か
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ

ァ
ウ
の
支
配
を
正
賞
化
し
、
安
定
化
し
、
守
護
す
る
の
が
彼
に
よ
っ

て
期
待
さ
れ
た
使
命
で
あ
っ
た
と
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

四

結

草
間

以
上
の
簡
単
な
調
査
か
ら
、
結
論
を
ひ
き
出
ナ
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

①
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
は
、
「
諸
王
の
王
」
支
部
可
白
色
可
印
同
出
凶
可
一
匙
ケ

山
『
削
ロ
削
門
戸
】
)
と
し
て
彼
の
世
界
帝
固
に
君
臨
ナ
る
。
②
彼
は
「
正
義
」

(
白
『
似
日
三
宮

g
)に
も
と
づ
い
て
統
治
を
行
い
、
「
虚
偽
」
(
骨

E
m印。)

を
K
く
ん
で
容
赦
し
な
い
。
③
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
は
諸
紳
の
最
高

〔紳〕
」
(
呂
田
司
涼

Z
σ
白関山口凶

B
)と
し
て
天
上
に
君
臨
す
る
。
④
こ
の

紳
が
園
土

(
H
g
m
m守
)
を
創
造
し
、
ハ
カ
l
マ

ニ
シ
ュ
家
の
ダ
l
ラ
ヤ

ヴ
7

ウ
の
統
治
に
委
ね
た
。
⑤
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
は
「
正
義
」
の

そ
の
庇
護
を
う
け
る
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
は
「
正
義
」
の

紳
で
あ
り
、

王
で
あ
る
。
@
人
民
は
す
べ
か
ら
く
「
正
義
」
の
王
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
7

- 26ー

ウ
の
統
治
K
服
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
彼
一
流
の
論
理
の
展
開
が

眺
め
ら
れ
た
。

ζ

れ
が
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
の
統
治
に
於
け
る
政
治

宗
教
的
理
念
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
て
ポ
リ
ス
宮
殴
遺
蹟
、
合
同
議
室
脇
壁
面
に
は
、
諸
州
の
人
民

が
、
頭
上
に
王
座
を
捧
持
し
、
着
座
し
て
い
る
ダ
l
ラ
ヤ
ヴ
ァ
ウ
の

頭
上
に
、
更
に
ア
ウ
ラ
マ
ヅ
ダ
l
フ
が
浮
ん
で
い
，る
と
い
う
構
圃
の

彫
刻
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
ハ
カ

1
7
ニ
シ
ュ
帝
園
の
垂
直

的
構
造
断
面
圃
で
あ
り
、
彼
の
闘
家
観
を
圃
式
的
に
表
し
た
も
の
と

し
て
興
味
を
さ
そ
う
。
彼
に
と
っ
て
は
闘
家
は
紳
と
帝
王
と
人
民
の

三
者

K
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
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Sく4ミ-~ 11 ぶ吋 ~Q 律令〈ピ員同革~~t(ð 干 1ト λ 同E 主主申m臨時時平ピ ムH'\

ド「担ギYえhト腕J(Old Persian; Altpersisch; Vieux 

Perse)Q ~P \ì上巳~' ITI:吉正岡gQ ~、-:=- ~、臨時三.\d.!l言匝~~t(ð" 1ト入

制E紘-H-P?IP'1m:阻択削n Q 縦揺ピ食事長切~点。 そ 11\ λQ 陸恒吉iHII

去三 -t ーえ キ (Pãrsa-) Q 製ピ lた Q 主~~~lþmp ぬt(ð--\.) 人j のふもr<

fO( _ え令制~J Q Ilr緩み'æ:;s.t(ð働省軍 ?IP~t(ð。

)j Q 同 ;t. Q 哲生ヤ(:l;!話~'V l l1晶、図版'~牛革.Q.，rI ' -ja去三'(ミ ~d、補g'

~ 1ト4同g' トト-R !ι 同g~締~~ド S t(ð。 岩出 lH樽:l;! j~ 持軍.\d.~喜!il-1<(

ベJ....)ド総童三判長4ゴヲ!PQPぬの。胤v1槌'ド11¥-4胸骨シ.>J~ [1、
:=--t、.~ 、 ~ .ι 岡gPl1同セU~~ ?IP Q ?IP~ t(ð。 骨〈骨ト:l;!~単語きv υ 

~Q~生標設、?、市民川ト E単語き争〈骨ト時 Q~量制 Q 提訴1害ベj 付Í\;!ゴ)j--\.)

:l;!~制且主.!.?IP~~P"奇心。締~~耳~:l;! j同開' 同:lI;l' ~陸軍単' ~

E聖司老舗骨髄々 P~ t(ð 。 建材1耳障草柑制ドピ' ベ士~ "':=-ヰー-11¥ -4 1、

(Ariyarmna-; gr. 'Apl叫んvηs)会心， f-:l;!卜、支局及、、o令ト キ
(Artaxsaca-; gr. 'Ap~o: ~Ép~ 'r，s) 川事i ピ附t(ð揺園 Q ?lP Q 込書出~

初長ド旦的。告主-1<(1ト4ヤK占 Q出塁v 1 ~毛:長尽合\'-' <-4百三切~;!ゴ |ギ

1 1社益事長，G.F. Grotefend 今 H.C. Rawlinson .1' Q ~皇帝z

(Q岩!¥-Rがどド， 4rmp主主1"*' K ι 包括~'V ~t; 4t1.\d.)県主括経i .\d.制

P樹経判長\-' 主点。紙記まぎ妖担当量セu~'"ゴ判手ポ ト キ K .... Qi以経由

滋~聴きと"'i <r'-O 

H.C. Rawlinson; JRAS vol. 10 pp. 187-349， 1847. 

Theodor Benfy; Die persischen Keilinschriften， mit 

Ubersetzung und Glossar. Leipzig， 1847. 

J. Oppert; Les Inscriptions des Achem岳nides.Paris， 1851. 

Fr. Spiegel; Die altpersischen Keilinschriften_ Leipzig， 

1862; II Auflage 1881. 

C. Kossowicz; Inscriptiones Paleo・persicae Achaemeni-

darum quot hucusque repertae sunt. Petropolis， 1872 

F.H. Weissbach und W. Bang; Die altpersischen Keil-

inschriften. Leipzig， fasc. 1， 1893; fasc. 2， 1908. 

H.C. Tolman; Ancient Persian Lexicon and Texts. 

Nashville， 1908. 

H.C. Tolman; Cuneiform Supplement to the preceding. 

Nashville， 1910. ~ 

F.W. Weissbach; Dje Keilinschriften der Ach証meniden.

Leipzig， 1911. 

V. Scheil; -Inscriptions des Achemenides a Suse. (Me-

moires de' la Mission Arch白logiquede Perse， tome 

xxi) Paris， 1929. 

J.M. Unvala'; The ancient Persian Inscriptions of the 

Achaemenides found at Susa. Paris， 1929. 

E. Herzfeld; A new Inscription of Xerxes from Persepolis. 

(Chicago Univ. Oriental Institute Series No. 5)， Chicago. 

1932. 

V. Scheil; Inscriptions des Achemenides. (Memoires de 

la Mission Archeologique de Perse， tome xxiv). Paris， 



N
由
同

1933. 

E. Herzfeld; Altpersische Inschriften. Berlin 1938. 

R.G. Kent; Old Persian， Grammar， Texts. Lexicon. 

(American Oriental Series vol. 33). New Heaven， Con. 

necticut， 1950. 

).j~必 0 1'ト ， Kent 0判事Jど!ト -1¥-1<ム士!' ~耳苦言 Q 広量点蛍球制

緩.-< ~ ド 為~' 制どき当事長選士主主主4 世話術初~"').jベ):長総会れどや

官官ヤ〈制 |制 ベ) ~lit ...l \-， ヰ軽量量 J ドs."，付入J0 業経系ぬ旦， ~m 0 

~マ Z長時臣4 吋'" '(咽)-，@ 0 ..v干狩《心 ~"' O *緩や是認æ;...l ~ 11--帝 κ

ム:!!+-'(¥-，).j 0 伸長4 司 令 ~O

手民主1.'~- Iト ← b ト f、 1 ，組 長4 窪緩いの音量-þ{ 1ト-1\- 1<.ι-0m回以
早~:b"，。 密書量1'-' 1怜 +- 0 *1長土括主主 Kent;OP. cit.立斗れど。

DB; 

DPa; DPb; DPc; DPd; DPe; DPf & g; DPh; DPi; 
DNa; DNb; 

~;~;~;~ ; ~;~;~;~;~; 

~;~;~;~m;~;~:~;~ ; ~ ; 

DSs; DSt; DSu，v，w; DSy; 

DZa; DZb; DZc; 

DE; 

DH; 

Wa; Wb; Wc; 

SDa; SDb; 

~ ...l D=Darius S=seal (SDa.bのみ)

B=Behistun Z=Suez 

P = Persepolis E = Elvend 

N=Naqsh.i-Rustan H=Hamadan 

S=Susa W =weight (区g量刑割余思)

C~) DPa = Darius. Persepolis 総~' a争〈

DSb = Darius. Susa総眠，b令〈

将-i"q'-taど'(，ミ~t---岡H~i¥ S.ド士主， R.G. Kent; OP. cit. 0 

:t;' A. Meillet; Grammaire du Vieux Perse. 1915. Chr. 

Bartholomae; Awestasprache und Altpersisch. (Grundris 

der Iranischen Philologie， herausgegeben von羽T. Geiger 

und E. Kuhn. Strassburg， 1895-1901. Bd. 1， s. 249 f.) ~ 

U偽区。 君主争{Q世話田武， Ii生需百Q朝日理主1.i¥ S.ド:!!F.H. Weissbach; 

Die Altpersischen Inschriften. (Grund. der Iran. Phil. ~ 
Strassburg， 1896-1904. Bd. 11) s. 64 f . 同~ R.G. Kent; 

OP. cit， ~~ 15-16偽盤。

g Fr. Spiegel; Die Regierung des Darius nach dem Keil-
inschriften. (Eran. Berlin， 1863) 

g G. Rawlinson ; The Five Great Monarchies of the Ancient 
Eastern World. London， 1873. vol. 111， p. 841 f. The Fifth 

Monarchy. 

~ A.T. Olmstead; The History of Persian Empire (Achae-

menid Period). Chicago， 1948. p. 107 f. 

持棉士重縦模oく守主-l' 11 ~ 時 容岳〈主宰 日程鋼] 0 持軍時平 :!!~-R・n -J<量応

援母t区号式出三宇選議採。4母鞠Q習量重@田 和)制 4三 ~ 主.!.:;@ 字通セU:妥 ~O (主

出重量七骨<)
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. e L.C. Casartelli; La Religion des Rois Ach邑menides

d'apres lellrs Inscriptions. (Compte-rendll du 3me Congres 

Scientifique international des Catholiques tenu a Bruxelles， 

Septembre 1894，--Bruxelles， 1895). 

米~O ..J.Q..J' A.V. Williams Jackson 0 係緊緩争<~ >j~ 

剥ベ制《ド仰ゐ~\-'主的。

~ A.V. Williams Jackson; The Religion of the Achaeme-

nian Kings. First Series. The Religion according to the 

Inscriptions. (JAOS vol. 21， 2nd half， 1901) 

εL.H. Gray ; The Religion of the Achaemenians according 

to their Non-Iranian Inscriptions. (ibid.) 

S H.S. Nyberg; Die Religionen des alten Iran. Leipzig， 
1938. (deutsch von H.H. Schaeder) s. 343 f. 

:e:く R-~ '1ぷ d削容01権同誌、 且ト Kι '1'¥ヰ躍起pぬれ記長'将

ふれど.Q Q~胞 1語、・ 11'\ λ4隆寺語 o俸哲氏神早 Q~ 主Ljii=主l 耳正当事長事長，~);L

~様相~ド事長~ヰミ'司「田*%:三~J，;4t1 );L艇~ 0 1 i緩み"もド主的--¥.).$.

《将旦袋鎖);L~>(a 0 H.S. Nyberg; Op. cit..s. 355-6 ピム-t~

~' モ、 n~、 κ ι11'\ヰ話也子J ザ(ilÇ\ .~--\.)~t(ð >j--\.));L l布 i同:&;iオ~み)--\.)t(ð

骨骨軍記， de HarIez， Spiegel， Darmesteter， Moulton， Moore， 

Prasek， Christensen， Meillet， Benveniste， Nyberg 必殺ぬ

s，' ~III:{民 :&;i斗聡品I--\.) t(ð画盛綱);L' Tiele， Orelli， Nりldeke，E. 

Meyer. Geldner， C. Clemen， Justi， Lehmann-Haupt， J. 

Hertel， E. Herzfeld， H. Hartmann必ヰミぬ的。

幸手図p土ræ.!~世+1' 忠世主盟主+1ヰ主主LI如{民:&;'{::1聡ゐ)--¥.)必長崎ム4
4れやぬの。

雲 xs吾yaOiyavazraka 0 穫量富士三， DB. 1，; DBa 1; ， DPa 2; 

DPb; DPe 1-2，; DPh 1; DNa 8-9; DSa 1; DSb 2-3; 

DSc; DSd 10 ; DSe 80 ; DSf 6; DSg 10 ; DSi 10 ; DSj 1; 

DSk 1; DSm 1; DSp 10 ; DSy 1; DZ b 1; DZc 5; DE 

12-13; DH 1; Wa 3-5; Wb 2; Wc 2-3; Wd 3 ピ吟必~

心。(*凶 0 ll!!;.1.jピ藍..J ~Om:~' l!!霊長〈長官軍軍p ド主的ヰミIe!:草華

経Jド車種之総υ4制限+--:同重量。還当C¥ド'今Il--}モ製紙。)

a xsayaOiya xSayaan量m ~ DB， I 1-2; DBa 1'; DPe 2-3; 

DPh 1; DNa 9; DSa 1-2; DSb 3-5; DSd 1; DSf 6; 

DSg 10 ; DSi 10 ; DSj 10 ; DSk 1-2; DSm 10 ; DSy 1; 

DZb 20 ; DZc 5; DE 13-14; DH 1; Wb 3-4; Wc 3-5; 

Wd 4-5 );L吟必長崎。

~ xsaya6iya dahyunam ~ DB， I 20 ; DBa 2-3; DPa 3-4; 毘

DPe 3; DNa 10; DSb 5-7; DSe 90 ; DZb 2-30 ; DZc 5 ; 

DE 14-15; Wb 4-5; Wc 5-6; Wd 5-6; DPh 1-2; DH 1-2 ; 

DSa 2; DSd 1; DSf 6; DSg 10 ; DSi 10; DSk 2; DSm 20 ; 

DSy 2 ピ必必~心。

雲 r1.adam Darayavaus xsayaOiya vazraka xs亘yaOi[ya

xsaya)Oiy- 2.量namxsayaaiya Parsaiy xSayaOiya dah-

[yun邑m)Vist- 3. aspahya puca Arsamahya nap邑 Hax邑-

manis[iya)J 

~I'I京柑制 P );L提出血耳切~ド主的徴収ピム4 金0--\')' r +<附J(xSaya6iya 

vazraka) --¥.) ~ 0 ~ド旦t(ð 0 主主， ~ -11'¥午、トむ:;lj歪Q く-R-

~ '1 .).叫 附 p 士~' ~ ー士 (Küru-; gr. Kt.pos) 1}割 (CMb，
CMc.) 0，もや4奇心。



呂~ DB， 1 11-17 
..... 

rDãrayavau- 川:!;!臨時。 ~Auramazdãh- Q ~~躍起斗ε ， ~:!;! 

附 ~S、 。 Auramazdàh- 笠~ld_同園事防総鉱 J模 、>< .0. 0 ~ Dara町

yavau- 州笠岡~>G O ~ 宇l< Q 絡ま系紙ld_寝屋E守J 息。 Auramazdãh-白

QIli泊羅ピム"， S、'録主主題担li'Q同ど品。 Persia(Parsa-)' Susiana 

(Uvja-)' Babylonia (Babiru-)' Assyria(AOura-)， Arabia(Ara-

b邑ya-)'Egypt (Mudr亘ya-)'史若草根圏， Sardes (Sparda-)' 

Ionia (Yauna-)' Media (Mada-)' Armenia (Armina-)' 

Cappadocia (Katpatuka-)' Parthia (Par6ava-)' Drangiana 

(Zraka-)' Herat (Haraiva-)' Chorasmia (Uvarazmi-)' 

Bactria (B亘xtri-)'Sogdiana (Suguda-)' Gandara (Gadara-) 

Scythia (Saka-)' Sattagidia (0atagu-)' Arachosia (Hara-

uvati-)' Maka (Maka-)' 。お 11-!-111烹将 .o. ~OJ 

~ DNa 15-30 --'J DSe 14-30 t--':!;!固定墜栓ばぬもQlR車11[:長ぬの

ヰミ'車~:t:必妥 ド_; >G 理~~:!;!事誕z、側主 。 DB， 1 11-17 11近'(l--'略

的--'J' Sind (Hidu-)' Libyan (Putaya-)' Carian (karka-)' 

Ethiopian (Kusiya-) :長時五ピ親真判長， Scythia (Saka-) :長

Saka haumavarga (haumavarga- Q 崩E S全土~fE- ~O Kent :!;! 

'hauma [くskt ，s6ma]-drinking' 制~:!;!‘hauma -preparing' 

--'J 11鍾駁J;.!I.....lド旦時。)--'J Saka tigraxauda (毛1く~堅手 Q Saka-

Q頼。)ベ)Saka tyaiy paradraya (総 Q 会将~ Q Saka-Q 

頼。)Q 111 若ê .ld_ q司令 ど ~' Ionia (Yauna-)込画材>GYauna---'J 

Yauna takabara (Petasos 佳品}拠a:;かの Yauna-Q料。)Q 11 

苦言ピ食会記長ドs.>GQld_単語主主v'

&(ー且〉ム占~ III 89-97'業記 89。

雲 i17.Oatiy 

18. Darayavaus xSaya6iya im邑dahyavatya mana pati-

[y量isa]vasna Au-

19.ramazdaha mana badaka ahata mana bajim abarata 

[tya]sam hacama 

20. aOahya xsapava raucapativa ava akunavayat亘J

~ r15_ Oatiy Darayavaus XR[盃]ya・

16_ Oiya vaRna Auramazd邑haim[a]・

17_ dahyava tya adam agarbaya[m] 

18. apataram haca Parsa adamsa[m] 

19. patiyaxsayaiy man亘bajimaba[ra]-

20. ha tyaR.am hac垣maa6ahya ava[a]-

21. kunava datam tya mana avadi[s] 

22， adaraiyaJ 

意 r5.6atiy Darayavaus xsa-

6. OOiya vasn亙Auramazdahaavakaram a-

7. miy tya rastam dau[st]亘amiymiOa na-

8. iy dausta amiy na [ima] kama tya skau6-

9. i言tunuvatahyaraOdiy miOa kariyais 

10. naim亘avakama tya t[u]nuva skauOai王子

11. adiy mi6a kariydif¥ tya rastam ava m亘m

12. kama martiyam draujanam naiy daust[a] am-

13. iy… ・・江

事 i61.Oatiy Darayavau-

62. 5 xsayaOiya avah[yar五diy]Auramazdaupastij.m abara 

o 
"" 



lfl 
lfl ...... 

ut盃ani-

63. y亘habagaha tyai[y hatiy yaO) a naiy ari [ka) aham 

naiy draujnna邑hamna-

64. iy zura¥<ara aham [naiy a)da[m na)imaiy tauma 

upariy arst量m upany-

* 65.亘[ya)mnaiy skaurim naiy t[u)nuvatam zura akuna-

vamj 

* skaurim :l;! skau6im Q秘書室。(R.G.Kent ; Op. cit. p. 209) 
~ 116. martiya hya hataxsataiy anudim [ha)karta。

17. hya ava6adim paribaramiy hya v。

18. inaOayatiy anudim vinastah[ya) [ava)O-

19.邑 parsamiynaima k呈matya marOtiya 

20. vin剖 ayaisnaipatima ava kama yadト

21. y vinaOayais naiy fra6iyais …・・」

意 i65..…. 'martiya hya hamata-

66. x:互atamana viOi[ya)[a)vam ubartam a[bar)am hya 

viyan邑[6a)yaavam ufrasta-

67. m aparsam Oatiy Darayavus xsayaOiya tuvam[ka) 

xSayaOiYIi 

68. hya aparam aty marti[ya) [hya) draujana ahatiy 

hyava [zu)rakara ahat-

69. iy avaiy m量 daust亘 [biy)a ufrastadiy parsaj 

~ i87. tuvam[ka) xsaya[O)iya hya aparam ahy tyam 

1m訂正ammartiya[na)・

88. m taumam [ubart) am par[ibr)aj 

~ i70. 6atiy Dairayavaus x. 

71. saya Oiya. . .. . 

73.………Fravartis agarbi[ta) anayata abiy mam ada-

74. msai[y) ut呈 nahamuta gausa uta hnzanam frajanam 

utasa. 

75. iy [1 casa) m avajam duvary盃maiybasta ad亘riya

haruvasim k-

76. ara avaina pasavasim Hagmatiinaiy uzmayapatiy 

akunavam 

77. ut盃 ma[r)tiyatyaisaiy fratam呈anusiy亘ahataavaiy 

Ha-

78. gmata [naiy ata)r did呈m frahajamj 

~t f，_ 士 1トヤト (op. Asagartiya-) -< Cicataxma- ld.峠嶋中k お
え 1ト守ト Q~軍事正 Q ~ <la (DB， II 78-91)' .(士ぶ ド (op.Parsa-) 

-< Vahyazdata-ピ斗!{d.(え~ ~、 Q ~草冠 Q 軍事。 (DB ， II 21-53) 

み11¥1Q 窓 ベ)...)ド ~:t-<("\!{ð 。

~ i56. martiya hya Auramazdah-

57. a framana hauvtaiy gas-

58. ta ma Oadaya pa Oim 

59. tyam rastam m呈

60. avarada ma stabavaj 

窓 i21.martiya 

22. tya patOiy martiyam Oatiy ava mam 

23. naiy varnavataiy yata uradanam hadu 

24. gam.axsnautiymartiya tya kunau-



出 25.tiy yadOiva abaratiy anuv tauman-
..... 

26. isaiy xsnuta OOamiy uta mam vas 

27. iy kama uta uxs[na]us amiy avakaram 

28. camaiy Ousiy u[ta] framanaj 

意 r60.Auramazdamaiy upas-

61. tam abara uta an[iyaha ba] gaha tyaiy hatiy j 

g r62. avah[yaradiy] Auramazda upastam abara ut呈 ani-

63. yaha bag亘hatyai[y hatiy]・…・…・」

意 r1.Auramazda vazraka hya maOista bag-

2.亘n盃m hauv Darayavaum xsayaOi司

3. yam adadaJ 

窓口.baga vazraka Auramazda hya im-

2. am bumin ada hya avam asm-

3.亘namad呈 hyamartiyam ada h-

4. ya siyatim ada martiyahya 

5. hya Darayavaum xSayaOiyam ak-

6. unaus aivam paruvnam xsayaO-

7. iyam aivam paruvnam fram垣t亙-

8. ramj 

塞 r8.0亙tiyD亙rayavausXS Auramazda 

9. [hya] maOista baganam hauv m盃m ada ha-

10. [uv] m呈m，XSyam aknaus haumaiy ima xsa-

11. [cam] frabara tya vazrakam tya uva[spa] m uma-

12. [rti] yamJ 

~~~包， Yasna 44，7 ; Yasna 51，7記名むのAhurah-Mazdah-

0)現喬o

'e 12. Oatiy D-

3.亘rayavausxs[ayaOi]ya ima tya adam akuna-

4. vam vasna Aura[mazd]aha hamahyaya Oar-

5. da pasava yaOa x[SayaOiya] abavam XIX hamaran-

6. a akunavam vasn[a Aura]mazdaha adamsim a-

7. janam ut盃 IX xs[亘yaOiy]盃 agarb盃yam..…・・ J 

~ A.V. Williams ]ackson; Op. cit. p. 163. 

宰 r61.0亙tiyDarayavau・

62. s xsayaOiya avah[yar亘diy]Auramazdaupastam abara 

uta ani-

63. yaha bag盃hatyai[y hatiy yaO]a naiy arika aham naiy 

draujana aham na-

64. iy zurakara aham[naiy a]da[m na]iymaiy taumaj 

~ r76. Oatiy Darayavaus xsa-

77. yaOiya yadiy im[a]m dipim imaiva patikara vainahy 

vikanandisis ut-

78. ataiy yava tau[m a ahati[y nai]ydis paribarahy 

Auramazd亘taiyjata b-

78. iya utataiy taum[盃mabiya] uta tya kunavahy 

avataiy Auramazd-

80. a nikatuv J 

意 r54.yadi imam 

55. hadugam naiy [a]pa[gau]da[yah]y karahya Oahiy 

Auramazda Ouvam 

。a
(v) 



56. dausta biya uta[ta]iy taum昆vasiybiya uta dargam 

Jlva.....・・・・」

雲 r30.[Oati]y Darayavaus xsaya-

31. Oi[ya avaiy] Saka [arika aha u]t亙naiyAuramazd-

32.亘[samaya]di[ya]...……」

宰 r47.Oatiy Da. 

48. rayavaus xSayaOiya aita tya karta-

49. m ava visam vasna Auramazdah盃ak-

50. unavam Auramazda maiy upast吾m aba-

51. ra yata kartam akuna[vam ma]m A-

52. uramazda patuv haca ga[sta] utama-

53. iy viOam uta imam dahyaum aita ada-

54. m Auramazdam jadiyamiy aitama-

55. iy Auramazd呈dadatuv

56. martiya ny亘Auramazdah-

57.亘f.ramanahauvtaiy gas-

58. ta ma Oadaya paOim 

59. tyam rastam ma 

ト
凶
同

6~. avarada ma stabava:J 
宰 112.Oatiy Darayavaus X泊ya-

13. Oiya mana Auramazda upastam 

14. baratuv had盃viOaibisbagai-

15. bis uta‘imam dahyaum Aura-

16. mazda p亙tuv.haca hainay-

17.亘hacadusiyara haca dra-

18. uga abiy imam dahy亘umma-

19. ajamiy亘mahaina m亘dui¥・

20. iyaram ma drauga aita adam 

21. yanam jadiy亘m:iyAuramazd-

22. am hada viOaibis bagaibis a-

23. i[tamaiy] y[anam Au]ramazd呈dad&t-

24. u[v hada vi]Oa[i]bis bagaibisJ 
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The “Clerk" System in the Early Days of Yuan (元)

Takeshi Katsufuji 

The examination system ceased to exist during a period of about eighty 

years in the early period of the Yuan dynasty， following the destruction of 

Chin (金). This led the traditional literati to look for patronage of the 

military for promotion from the status of a“clerk" to that of an“o伍cial"，

while some of them were inclined to devote themselves to literay activities 

instead of entering government service under the Mongols. 

Darayavau and .Auramazdah 

Toshiyuki Etani 

The prese川 paperis a study of Darayavalト 1，a great ruler of ancient 

Persia under the Haxamanis dynasty， which succeeded in establishing the 

last unification in ancient southwestern Asia. The study is intended to 

clarify the political ideas resulting from the belief in Auramazdah. in the 

light of inscriptions in Old Persian， explaining the mental and spiritual basis 

of this ancient empire and finding a typical example therein of interrelations 

between politics and religion. 

The Installation System under the Ch'ing (清)Dynasty 

Hideki Kondo 

Monthly installation was in practice until the end of the K'anghsi (康照)

era， regulating the promotion of those Government officials who passed 

examinations， but the system did not work very well to choose competent 

personnel and to evade inefficiency in local administration. With. a view 

-1-


